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◆ キーワード　ホジェン／霊魂観／北東アジアの民族／蘇生／全身の骨

北
東
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
霊
魂
観

　
 

―
魂
の
不
滅
と
全
身
骨
か
ら
の
蘇
生
―

于　
　
暁　
飛

は
じ
め
に 

中
国
東
北
部
の
少
数
民
族
ホ
ジ
ェ
ン
族
に
は
彼
ら
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

を
反
映
し
た
口
承
文
芸
「
イ
マ
カ
ン
」
が
あ
る
。
語
り
と
謡
い
か
ら
成
る

英
雄
叙
事
詩
で
三
十
四
編
採
取
さ
れ
て
お
り
、
シ
ャ
ー
マ
ン
が
死
者
の
魂

を
遺
体
に
戻
す
こ
と
で
生
命
が
蘇
る
と
い
う
あ
ら
す
じ
が
多
い
。 

そ
の
代

表
例
に
「
シ
タ
・
モ
ル
ゲ
ン
」
が
あ
る
。
亡
く
な
っ
た
母
親
の
魂
を
シ
ャ
ー

マ
ン
が
冥
界
（
陰
界
）
か
ら
取
り
戻
し
、
そ
れ
を
残
っ
た
全
身
の
骨
に
還

し
て
祈
り
を
捧
げ
る
と
母
親
が
蘇
え
る
、
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
他
に
、

満
州
族
の
「
尼
山
薩
満
」
を
基
に
し
た
イ
マ
カ
ン
「
一
新
薩
満
」
に
も
似

た
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
。
誤
っ
て
冥
界
へ
拉
致
さ
れ
た
子
供
の
魂
を
女
の

シ
ャ
ー
マ
ン
が
連
れ
戻
し
に
向
か
う
が
、
そ
の
途
中
、
偶
然
に
も
彼
女
は

死
ん
だ
夫
の
魂
に
出
会
う
。
夫
は
自
分
を
生
き
返
ら
せ
る
よ
う
懇
願
す
る

が
、
彼
女
は
出
来
な
い
と
答
え
る
。
既
に
死
体
は
朽
ち
果
て
、
も
は
や
生

き
返
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
イ
マ
カ
ン
か
ら
筆
者
は
、
骨
や
死
体
の
有
無
が
蘇
生
に
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、
周
辺
民
族
の
霊
魂
観
と
骨
か
ら
の
蘇
生

に
関
す
る
神
話
や
伝
承
等
を
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。
対
象
を
北
東
ア
ジ
ア

の
民
族
に
限
定
し
た
理
由
は
、
筆
者
が
長
年
研
究
対
象
と
し
た
ホ
ジ
ェ
ン

族
と
隣
接
し
た
民
族
と
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
死
か

ら
復
活
す
る
話
は
世
界
中
多
く
あ
る
が
、
ホ
ジ
ェ
ン
族
と
そ
の
周
辺
民
族

の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
は
何
ら
か
の
共
通
性
が
見
い
だ
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
期
待
も
執
筆
動
機
と
な
っ
た
。

本
論
で
は
、
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
周
辺
の
北
東
ア
ジ
ア
の
諸
民
族
（
モ
ン
ゴ

ル
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
、
コ
リ
ャ
ク
、
ユ
カ
ギ
ル
等
）
の
霊
魂
観
と
骨
か
ら
死

者
を
蘇
生
さ
せ
る
神
話
・
伝
承
の
比
較
を
試
み
た
。
霊
魂
が
不
滅
で
あ
る

と
は
い
え
、
蘇
生
さ
せ
る
に
は
全
身
の
遺
骨
だ
け
で
な
く
、
シ
ャ
ー
マ
ン

や
カ
ッ
コ
ウ
（
鳥
）
な
ど
の
支
え
、
更
に
は
命
の
水
な
ど
も
必
要
と
さ
れ

る
。
蘇
生
に
必
要
な
儀
式
も
ま
た
民
族
ご
と
に
特
徴
が
あ
る
。

調
査
対
象
の
ホ
ジ
ェ
ン
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
、
コ
リ
ャ
ク
、
ユ
カ
ギ
ル
、
ヤ

ク
ー
ト
、
チ
ュ
ク
チ
（
図
1　
北
東
ア
ジ
ア
の
民
族
の
居
住
地
参
照
）
に

つ
い
て
は
、
一
九
一
〇
年
か
ら
一
九
四
〇
年
に
か
け
て
、
凌
純
声
、
ロ
バ
ー

チ
ン
、
シ
ロ
コ
ゴ
フ
、
カ
ー
テ
ィ
ン
、
ジ
ョ
チ
ェ
ル
ソ
ン
、
ボ
ゴ
ラ
ス
、

ツ
ァ
プ
リ
ス
カ
に
よ
り
、
民
族
調
査
と
伝
承
の
収
集
が
行
わ
れ
文
献
も
公

開
さ
れ
て
い
る
。
文
献
は
巻
末
に
記
載
し
た
。
但
し
ヤ
ク
ー
ト
、
チ
ュ
ク

チ
に
つ
い
て
は
、
本
論
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
骨
か
ら
の
蘇
生
に
関
す
る
伝

承
を
見
出
せ
な
い
た
め
除
外
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
に
つ
い
て
は
、多
く
の
ジ
ャ

ン
ガ
ル
が
あ
る
が
、
蘇
生
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
「
ゲ
セ
ル
・
ハ
ー
ン
物

語
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

一　
北
東
ア
ジ
ア
の
民
族
の
霊
魂
観

北
東
ア
ジ
ア
の
民
族
の
霊
魂
観
で
は
、
人
が
睡
眠
中
見
る
夢
は
肉
体
か
ら

抜
け
出
し
た
魂
の
経
験
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
魂
が
怪
我
を
す
れ
ば
、

肉
体
も
ま
た
同
じ
部
位
が
病
気
に
な
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
魂
に
は
、
誕

生
、
生
命
、
死
の
三
つ
の
段
階
が
あ
り
、
死
後
も
不
滅
か
、
ま
た
は
生
ま
れ

変
わ
る
。
と
り
わ
け
狩
猟
民
族
に
は
、食
し
た
獲
物
の
骨
が
再
び
生
き
返
り
、

ま
た
獲
物
と
な
っ
て
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
祈
る
、
願
望
に
近
い
信
仰
が
根
強

い
。
人
間
も
同
様
に
、
霊
魂
が
不
滅
で
あ
る
が
故
に
全
身
の
遺
骨
か
ら
生
き

返
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

一
―
一　

 

ホ
ジ
ェ
ン
族
の
霊
魂
観

（
ア
）
一
九
一
〇
年
代

ロ
シ
ア
の
ロ
バ
ー
チ
ン
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
当
時
ゴ
リ
ド
族
と
呼
ば
れ

て
い
た
ホ
ジ
ェ
ン
族
の

霊
魂
観
で
は
、
魂
は
オ

ミ
ヤ
（om

iya

）、
エ
ル

ゲ
ニ
（ergeni
）、
フ
ァ

ニ
ヤ
（fanya
）
の
三

種
類
あ
る
、
と
い
う
。

オ
ミ
ヤ
は
一
歳
未
満
の

子
供
の
魂
で
、
そ
の
姿

は
小
鳥
に
似
て
い
る
。

エ
ル
ゲ
ニ
は
、
一
歳
か

ら
死
に
至
る
ま
で
誰
も

が
持
っ
て
い
る
。
人
は

死
ぬ
と
そ
の
魂
は
フ
ァ

ニ
ヤ
に
な
り
、
冥
界
ブ

ニ
に
赴
く
。
子
供
が
二

歳
に
な
る
と
、
魂
も
オ
ミ
ヤ
か
ら
エ
ル
ゲ
ニ
に
変
わ
る
。「
エ
ル
ゲ
ニ
」
は

雀
の
こ
と
だ
が
、
当
時
は
雀
で
は
な
く
、
魂
の
持
ち
主
に
似
た
小
人
の
姿

を
し
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
エ
ル
ゲ
ニ
が
健
康
な
ら
持
主
も

生
き
伸
び
、
エ
ル
ゲ
ニ
が
病
気
に
な
れ
ば
持
ち
主
も
ま
た
発
病
す
る
。
悪

霊
が
エ
ル
ゲ
ニ
の
手
を
か
み
切
る
と
人
も
同
様
に
手
を
失
い
、
エ
ル
ゲ
ニ

の
眼
玉
を
抉
り
と
る
と
人
も
失
明
す
る
。
悪
霊
が
エ
ル
ゲ
ニ
を
殺
す
と
人

も
直
ち
に
死
ぬ
。
逆
に
エ
ル
ゲ
ニ
が
生
き
て
い
さ
え
す
れ
ば
、
い
か
な
る

力
に
よ
っ
て
も
そ
の
人
を
殺
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
考
え
方
は

図1　北東アジアの民族の居住地
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さ
ま
ざ
ま
な
精
霊
の
物
語
に
共
通
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
﹇Lopatin 

一
九
二
二　
一
九
八
―
二
〇
〇
頁
﹈。

（
イ
）
一
九
二
〇
年
代 

ロ
シ
ア
の
シ
ロ
コ
ゴ
フ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
ツ
ン
グ
ー
ス
族
と
満
州
族

は
生
命
を
保
つ
「
非
物
質
要
素
」
と
し
て
の
魂
が
あ
る
と
信
じ
て
い
た
。

そ
の
魂
に
は
、
真
魂
、
主
要
魂
、
表
面
魂
の
三
つ
の
側
面
が
あ
る
と
さ
れ

る
。
真
魂
ウ
ネ
ン
ギ
・
フ
ォ
ヤ
ン
ゴ
（w

unengi fojengo

）
は
母
親
で
あ

る
オ
ン
ゴ
シ
・
マ
マ
（ongosi m

am
a

）
か
ら
子
供
に
授
け
ら
れ
る
魂
で

「
意
識
」「
自
己
認
知
」
を
司
る
が
、「
思
考
」
と
は
異
な
る
。「
思
考
」
ゴ

ニ
ン
（gonin

）
は
す
べ
て
の
魂
の
活
動
の
結
果
と
し
て
与
え
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
真
魂
が
果
た
し
て
動
物
に
も
存
在
す
る
か
ど
う
か
は
不
明

で
あ
る
。
主
要
魂
セ
ル
ギ
・
フ
ォ
ヤ
ン
ゴ
（cergi fojengo

）
は
、
種
保
存

の
生
物
的
能
力
を
持
ち
、
高
度
の
精
神
機
能
を
司
る
。
死
後
一
時
期
は
体

内
に
留
ま
り
、
そ
の
後
オ
ン
ゴ
シ
・
マ
マ
の
も
と
に
戻
っ
て
他
の
子
供
に

宿
る
。
表
面
魂
オ
ロ
ル
ギ
・
フ
ォ
ヤ
ン
ゴ
（olorgi fojengo
）
は
、
冥
界

の
精
霊
イ
ル
ム
ハ
ン
（ilm

unxan

）
か
ら
授
か
り
、
死
後
イ
ル
ム
ハ
ン
の

も
と
へ
戻
り
、
そ
の
後
は
別
の
人
や
動
物
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
こ
う
し
た

考
え
方
は
「
輪
廻
転
生
」
と
い
う
仏
教
的
概
念
が
変
化
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
真
魂
が
体
外
へ
離
脱
す
る
と
、
人
は
意
識
を
失
い
、
ま
た
夢
の

中
で
旅
を
し
て
、
遠
く
と
交
信
し
た
り
、
他
の
人
の
中
に
潜
り
込
ん
だ
り

で
き
る
﹇Shirokogov S.M

. 

一
九
三
五　
一
三
四
―
一
三
五
頁
﹈。

こ
の
魂
の
他
に
も
、
オ
ミ
（om

’i

）
と
い
う
子
供
に
見
ら
れ
る
別
な
魂

の
概
念
が
あ
り
、
精
霊
オ
ミ
シ
（um

’is ’i

）
の
活
動
に
つ
な
が
る
﹇
同
上 　

五
一
―

五
四
頁
﹈。

（
ウ
）
一
九
三
〇
年
代

凌
純
声
の
調
査
に
よ
る
と
、
ホ
ジ
ェ
ン
人
は
、
人
に
は
三
つ
の
不
死
の

霊
魂
が
あ
る
、
と
信
じ
て
い
る
。

第
一
の
霊
魂
オ
レ
ン
（olen

）
は
生
命
の
霊
魂
で
、
人
も
動
物
も
生
き

と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
が
持
つ
が
、
死
後
は
肉
体
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
。

第
二
の
霊
魂
ハ
ニ
（hanin

）
は
思
考
の
霊
魂
で
、
短
時
間
な
ら
ば
肉
体
か

ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
が
寝
て
い
る
間
、
ハ
ニ
は
そ
の
肉
体
か
ら

遊
離
し
他
の
霊
魂
と
会
う
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
の
霊
魂
フ
イ
ア
ン
ク

（fuianggu

）
は
転
生
の
霊
魂
で
あ
る
。
人
が
死
ぬ
と
直
ぐ
フ
イ
ア
ン
ク
は

そ
の
肉
体
か
ら
離
れ
、
来
世
で
再
生
す
る
能
力
を
も
つ
。

人
は
死
ぬ
と
そ
の
霊
魂
は
肉
体
か
ら
消
滅
す
る
。
そ
の
後
一
周
忌
ま
た

は
百
日
を
経
て
、
シ
ャ
ー
マ
ン
は
送
魂
の
儀
式
を
行
い
、
犬
橇
に
乗
り
神

鷹
コ
リ
の
道
案
内
を
得
て
、そ
の
魂
を
冥
界
ブ
ニ
オ
（bunio

）
に
届
け
る
。

シ
ャ
ー
マ
ン
は
儀
式
の
間
、
通
過
中
の
位
置
を
そ
の
家
族
た
ち
に
逐
次
報

告
す
る
。
死
者
は
、
天
国
、
人
間
、
地
獄
の
鬼
神
の
狭
間
で
、
最
終
的
に

鬼
ブ
シ
ュ
ク
（busyuku

）
に
な
る
﹇
凌
一
九
三
四　
一
〇
二
頁
﹈。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
ロ
バ
ー
チ
ン
、
シ
ロ
コ
ゴ
フ
、
凌
純
声
の
三
名

は
、
ほ
ぼ
十
年
ご
と
に
同
じ
中
国
東
北
部
に
住
む
民
族
の
霊
魂
観
を
調
査

し
て
い
る
が
、
な
ぜ
説
明
が
異
な
る
か
。
原
因
は
三
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

一
つ
目
は
、
調
査
の
対
象
と
地
域
の
範
囲
が
異
な
る
。
ロ
バ
ー
チ
ン
は

ア
ム
ー
ル
、
ウ
ス
リ
ー
、
ス
ン
ガ
リ
ー
河
流
域
に
住
む
広
域
の
ゴ
リ
ド
族

（
現
ホ
ジ
ェ
ン
族
を
含
む
）
を
調
査
対
象
と
し
た
の
に
対
し
、
凌
純
声
は
、

そ
の
一
部
の
松
花
江
（
ス
ン
ガ
リ
河
）
流
域
に
留
ま
っ
た
。
一
方
シ
ロ
コ

ゴ
フ
の
調
査
対
象
は
ゴ
リ
ド
族
の
み
で
は
な
く
、
北
か
ら
ア
ム
ー
ル
河
沿

い
に
南
下
し
て
き
た
ツ
ン
グ
ー
ス
族
と
満
州
族
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
氏
族
間
で
の
霊
魂
観
の
相
違
で
あ
る
。
シ
ロ
コ
ゴ
フ
の
定

義
に
よ
れ
ば
、「
氏
族
」
と
は
ツ
ン
グ
ー
ス
民
族
全
体
の
内
に
あ
る
副
単
位

の
こ
と
で
、「
一
人
の
男
性
の
祖
先
を
崇
め
る
個
人
の
集
団
」
を
意
味
す
る

﹇
シ
ロ
コ
ゴ
フ
著
、
川
久
保
悌
郎
・
田
中
克
己
訳　
一
九
四
一　
二
三
五

頁
﹈。
氏
族
は
小
単
位
で
、
広
い
地
域
に
散
ら
ば
っ
て
お
り
、
加
え
て
、
隣

り
合
う
異
な
る
民
族
同
士
の
通
婚
に
よ
り
霊
魂
観
も
入
り
乱
れ
た
可
能
性

が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
両
者
の
調
査
し
た
霊
魂
観
も
相
違
し
て
い
た
可
能

性
は
否
定
で
き
な
い
。

三
つ
目
は
、
取
材
に
応
じ
た
個
々
人
の
魂
の
概
念
の
「
曖
昧
さ
」
に
起

因
す
る
。
一
般
人
は
シ
ャ
ー
マ
ン
に
比
べ
、
魂
の
概
念
に
つ
い
て
の
知
識

も
曖
昧
な
も
の
で
し
か
な
い
。
シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
自
分
の
経
験
や
先
祖
か

ら
の
言
伝
え
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
、
別
の
シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
別
の
経
験

を
持
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
霊
魂
観
と
し
て
体
系
化
さ
れ
て
い
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
や
仏
教
な

ど
の
思
想
に
染
ま
っ
た
学
者
が
自
ら
の
尺
度
で
取
材
内
容
を
解
釈
し
た
た

め
に
、
こ
の
よ
う
な
相
違
が
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

一
―

二　

 

そ
の
他
北
東
ア
ジ
ア
の
民
族
の
霊
魂
観
（
モ
ン
ゴ
ル
、
ブ

リ
ヤ
ー
ト
、
コ
リ
ャ
ク
、
ユ
カ
ギ
ル
等
）

（
ア
）
モ
ン
ゴ
ル

モ
ン
ゴ
ル
の
霊
魂
ス
ゥ
ン
ス
は
死
後
も
不
滅
で
、
霊
界
か
ら
子
孫
や
関

係
者
に
種
々
の
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
モ
ン
ゴ

ル
人
も
魂
が
三
つ
あ
る
と
信
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

モ
ン
ゴ
ル
の
学
者
チ
・
ダ
ラ
イ
に
よ
る
と
、
魂
は
、
生
命
魂
、
遊
離
魂
、

転
生
魂
の
三
つ
あ
る
と
い
う
。
生
命
魂
は
死
後
も
不
滅
で
死
霊
と
な
っ
て

子
孫
を
加
護
す
る
。
遊
離
魂
は
一
時
的
な
魂
で
、
肉
体
か
ら
永
遠
に
離
れ

る
こ
と
は
な
く
、
現
生
を
彷
徨
う
。
人
の
睡
眠
は
一
時
的
な
死
を
意
味
し
、

そ
の
魂
は
肉
体
か
ら
離
れ
て
な
に
か
物
事
を
こ
な
し
て
後
に
肉
体
に
復
帰

す
る
。
逆
に
転
生
魂
は
死
後
肉
体
か
ら
永
遠
に
分
離
し
、
顔
を
変
え
て
別

人
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
の
で
あ
る
﹇
サ
ラ
ン
ゴ
ワ　
二
〇
一
一
﹈。

（
イ
）
ブ
リ
ヤ
ー
ト

人
は
三
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
は
信
じ
て

い
る
。
物
質
的
な
肉
体
と
し
て
の
オ
イ
ェ
イ
ェ
（oyeye

）、
下
部
に
存
在

す
る
魂
ア
ミ
ン （am

in

息
）、
そ
し
て
、
人
の
み
が
持
つ
魂
ス
ニ
ェ
ス
ン

（sunyesun

）
で
あ
る
。
ア
ミ
ン
（
息
）
は
死
と
直
結
し
て
お
り
、
そ
れ
が

肉
体
か
ら
離
れ
る
と
死
に
至
る
と
さ
れ
る
。
ス
ニ
ェ
ス
ン
は
、
人
が
眠
っ

て
い
る
と
き
に
肉
体
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
満
州
族
の
夢
の
霊
魂
、

あ
る
い
は
モ
ン
ゴ
ル
族
の
遊
離
魂
に
似
た
霊
魂
で
あ
る
。
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人
は
死
期
が
迫
る
と
、
悪
霊
エ
リ
ン
ク
（erliks

）
が
魂
の
一
つ
を
捕
え
、

審
判
の
た
め
悪
霊
王
（Erlik-N

om
on-K

han

）
の
も
と
へ
連
れ
て
行
く
。

こ
の
魂
が
捕
え
ら
れ
た
後
も
、
そ
の
持
ち
主
で
あ
る
人
は
時
と
し
て
九
年

も
生
き
な
が
ら
得
る
場
合
も
あ
る
が
、
決
し
て
元
の
健
康
体
に
戻
る
こ
と

は
な
い
﹇Czaplicka M

.A
.

一
九
一
四　
二
八
七
頁
﹈。

睡
眠
中
に
肉
体
か
ら
遊
離
し
た
魂
が
、
経
験
し
た
こ
と
が
夢
で
、
そ
れ

を
他
者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る ﹇
ウ
ノ
・
ハ
ル
ヴ
ァ
著
、
田

中
克
彦
訳　
一
九
七
一　
二
三
三
頁 

﹈。

（
ウ
）
コ
リ
ャ
ク

コ
リ
ャ
ク
人
は
魂
の
こ
と
を
ウ
イ
シ
テ
（uyicit

）
と
い
う
。
死
ん
だ
親
戚

の
魂
ウ
イ
シ
テ
を
、
神
が
母
の
子
宮
に
送
り
込
む
こ
と
に
よ
り
新
た
な
命
が

誕
生
す
る
。
一
方
、
人
の
死
は
、
悪
霊
カ
ラ
ウ
（kalau
）
に
殺
さ
れ
る
不
自

然
な
出
来
事
と
さ
れ
る
。
時
と
し
て
タ
ブ
ー
違
反
や
神
に
生
贄
を
施
さ
な

か
っ
た
罰
と
し
て
、
神
か
ら
死
を
賜
る
こ
と
も
あ
る
。
魂
ウ
イ
シ
テ
が
悪
霊

カ
ラ
ウ
に
襲
わ
れ
る
時
、
驚
き
の
あ
ま
り
そ
の
肉
体
を
放
り
出
し
て
神
の
も

と
に
赴
く
。
あ
る
説
に
よ
る
と
、
悪
霊
カ
ラ
ウ
自
ら
が
人
体
か
ら
魂
を
引
き

ず
り
出
し
て
天
に
解
放
し
、
カ
ラ
ウ
自
身
は
死
者
の
肉
体
や
残
り
の
魂
を
自

分
の
も
の
に
す
る
。
人
は
魂
な
し
で
は
生
き
て
い
け
な
い
が
、
そ
こ
に
は
何

か
別
の
生
命
原
理
か
、
二
次
的
な
魂
が
存
在
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の

生
命
原
理
と
は
呼
吸
（w

ityivi

）
と
影
（w

uyilw
uyil

）
で
あ
る
﹇Jochel-

son, W
. 

一
九
〇
八　
一
〇
〇
―
一
〇
二
頁
﹈。

（
エ
）
ユ
カ
ギ
ル

北
極
圏
に
住
む
ユ
カ
ギ
ル
族
に
も
、
三
つ
の
魂
ア
イ
ビ
（a ’ibi

）
が
あ

る
。
頭
の
ア
イ
ビ
、
心
臓
の
ア
イ
ビ
、
体
全
身
の
ア
イ
ビ
で
あ
る
。
人
が

病
気
に
な
る
原
因
は
二
つ
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
頭
の
ア
イ
ビ
が

陰
の
王
国
ア
イ
ビ
ジ
（aibiji

）
へ
出
発
し
た
場
合
、
も
う
一
つ
は
、
邪
悪

な
者
ク
ッ
ク
ル
（ku ’kul

）
や
疫
病
を
も
た
ら
す
邪
悪
な
霊
ヨ
イ
ベ

（yo ’ibe

）
が
体
内
に
侵
入
し
た
の
に
驚
き
、
頭
の
ア
イ
ビ
が
下
界
へ
逃
れ

た
場
合
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
死
に
至
る
前
に
、
シ
ャ
ー
マ
ン
が
陰
の
王
国

へ
降
り
て
そ
の
魂
を
連
れ
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。
人
が
見
る
夢
は
睡
眠
中

に
頭
の
ア
イ
ビ
が
肉
体
を
離
れ
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
す
る
た
め
で
あ
る
と

さ
れ
、
こ
こ
に
も
他
の
民
族
の
霊
魂
観
と
の
類
似
性
が
見
て
と
れ
る
。
二

番
目
の
心
臓
の
魂
ア
イ
ビ
は
生
命
維
持
に
重
要
な
魂
で
あ
る
。
三
番
目
の

体
全
身
の
魂
ア
イ
ビ
は
太
陽
の
光
を
受
け
て
地
面
に
影
を
落
と
す
が
、
死

者
に
は
そ
の
影
が
な
い
。
人
は
死
ぬ
と
、
頭
の
魂
ア
イ
ビ
も
陰
の
王
国
に

向
か
う
と
さ
れ
る
が
、
残
り
の
二
つ
の
魂
が
そ
の
後
ど
う
な
る
か
は
現
代

の
シ
ャ
ー
マ
ン
に
も
不
明
で
あ
る
と
い
う
。
魂
ア
イ
ビ
の
姿
は
そ
の
持
ち

主
に
似
て
い
る
が
形
は
小
さ
く
、
生
き
て
い
る
者
に
は
見
え
な
い
。
生
命

体
で
な
い
物
体
に
も
、
魂
は
一
つ
だ
け
あ
る
。
一
方
、
生
命
体
の
動
き
は

心
臓
の
魂
ア
イ
ビ
に
依
存
し
て
い
る
。
地
域
に
よ
っ
て
、
魂
の
解
釈
は
い

く
つ
か
に
分
か
れ
て
い
る
﹇Jochelson, W

. 

一
九
二
六　

一
五
六
―

一
五
七
頁
﹈。

な
お
ジ
ョ
チ
ェ
ル
ソ
ン
は
、「
ユ
カ
ギ
ル
の
こ
れ
ら
の
霊
魂
観
は
ヤ
ク
ー

ト
の
三
つ
の
魂
の
借
用
」
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
﹇Jochelson W

. 　

一
九
〇
八　
一
〇
一
頁　
注
釈
﹈。

二　
全
身
の
遺
骨
か
ら
の
蘇
生

冒
頭
述
べ
た
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
イ
マ
カ
ン
「
シ
タ
・
モ
ル
ゲ
ン
」「
一
新
薩

満
」
に
み
ら
れ
る
生
命
蘇
生
の
条
件
と
手
段
に
つ
い
て
は
、
ホ
ジ
ェ
ン
族

に
加
え
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
、
コ
リ
ャ
ク
、
ユ
カ
ギ
ル
に
も
骨
か

ら
死
者
を
蘇
生
さ
せ
る
神
話
伝
承
等
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
の
分
析
結
果

を
踏
ま
え
、
各
民
族
の
霊
魂
観
の
特
徴
を
調
べ
る
。

二
―
一　
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
「
シ
タ
・
モ
ル
ゲ
ン
」

ま
だ
子
供
の
シ
タ
と
姉
は
、
自
殺
し
た
母
の
遺
体
を
柳
の
枝
で
覆
い
、

姉
と
共
に
故
郷
に
別
れ
を
告
げ
た
。
成
人
後
、
姉
夫
婦
と
三
人
で
故
郷
に

戻
り
母
を
蘇
ら
せ
よ
う
と
す
る
。
先
ず
柳
の
枝
の
下
に
隠
し
て
お
い
た
母

の
遺
体
の
骨
を
卓
上
に
載
せ
、
魚
皮
で
作
っ
た
衣
を
被
せ
た
。
そ
の
後
シ

タ
・
モ
ル
ゲ
ン
は
、
太
鼓
を
掴
み
シ
ャ
ー
マ
ン
の
舞
を
舞
い
始
め
た
。
夜

も
休
む
こ
と
な
く
、
歌
い
、
舞
っ
た
。
舞
い
な
が
ら
神
に
祈
る
『
母
の
魂

を
直
ぐ
に
返
し
て
く
だ
さ
い
』。
舞
い
続
け
る
こ
と
二
週
間
、
母
の
骨
一
面

に
肉
が
付
い
た
。
魚
皮
を
被
せ
て
更
に
舞
う
こ
と
二
週
間
、
筋
肉
も
で
き
、

肉
も
増
え
た
。
次
の
二
週
間
で
す
っ
か
り
人
の
形
に
な
り
、
更
に
二
週
間

経
つ
と
肉
と
皮
も
つ
い
て 

す
っ
か
り
以
前
の
姿
に
戻
っ
た
。
次
の
二
週
間

で
は
顔
に
血
の
気
が
戻
り
、
そ
の
次
の
二
週
間
後
に
母
は
微
笑
ん
で
い
た
。

更
に
二
週
間
後
、
つ
い
に
母
は
起
き
あ
が
り
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
。
シ

タ
達
は
急
い
で
母
に
服
を
着
せ
た
﹇
于
暁
飛　

二
〇
〇
五　

二
六
五
―

二
八
六
頁
﹈。

こ
の
物
語
に
は
遺
骨
を
保
存
す
る
柳
の
枝
が
登
場
す
る
が
、
柳
は
北
方

狩
猟
民
に
遍
く
崇
拝
さ
れ
て
お
り
、
ホ
ジ
ェ
ン
族
に
文
化
的
影
響
を
大
き

く
与
え
た
満
州
族
に
と
っ
て
も
神
樹
で
あ
る
。
こ
の
物
語
に
お
い
て
全
身

の
骨
と
シ
ャ
ー
マ
ン
の
儀
式
に
加
え
、
柳
の
枝
葉
で
骨
を
保
護
し
た
文
化

的
背
景
も
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
に
は
ホ
ジ
ェ
ン

族
や
満
州
族
の
柳
崇
拝
が
根
付
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

シ
タ
・
モ
ル
ゲ
ン
の
物
語
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
根
底
に
あ
り
、
ゴ
リ

ド
族
（
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
祖
先
）
や
ツ
ン
グ
ー
ス
族
（
ゴ
リ
ド
族
を
含
む
大

き
な
纏
ま
り
）
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

一
部
に
仏
教
や
道
教
の
冥
界
の
描
写
も
取
り
入
れ
て
い
る
。
十
九
世
紀
、

黒
竜
江
省
に
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
人
口
の
千
倍
に
も
な
る
一
千
万
人
近
く
の
漢

族
が
入
植
し
た
が
、
そ
こ
で
催
さ
れ
た
芸
能
な
ど
を
媒
体
と
し
た
仏
教
や

道
教
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
シ
ャ
ー
マ
ン
を
通
し
て
肉
親
を
蘇

生
す
る
イ
マ
カ
ン
は
他
に
も
数
多
く
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は
全
身
の
骨

か
ら
の
蘇
生
だ
け
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
た
。

二
―

二　
ブ
リ
ヤ
ー
ト

一
九
〇
〇
年
、
ア
メ
リ
カ
人
の
民
間
伝
承
収
集
家
カ
ー
テ
ィ
ン
（J. 

Curtin

）
は
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
族
が
住
む
南
シ
ベ
リ
ア
の
バ
イ
カ
ル
湖
周
辺

に
残
る
伝
承
を
調
査
し
た
が
、
そ
の
記
録
は
、
彼
の
死
後
一
九
〇
九
年
に

「
南
シ
ベ
リ
ア
旅
行
記
―
―
モ
ン
ゴ
ル
族
、
そ
の
宗
教
と
神
話
」（A Jour-
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ney in Southern Siberia　

by Jerem
iah Curtin

）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
文
化
は
モ
ン
ゴ
ル
を
経
由
し
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
影
響
が

強
く
、
チ
ベ
ッ
ト
の
「
ゲ
セ
ル
・
ハ
ー
ン
物
語
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
要
素
も
い
た
る
と
こ
ろ
に
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
ア
）
伝
承
「
ア
ラ
マ
ル
ド
ジ
ン
と
双
子
の
妹
ハ
ン
ハ
イ
」

兄
ア
ラ
マ
ル
ド
ジ
ン
（A

lam
aldjin

）
の
死
を
悼
み
、
妹
ハ
ン
ハ
イ

（H
anhai

）
は
兄
を
生
き
返
ら
せ
る
た
め
、
地
球
の
反
対
側
の
湿
地
ま
で
赴

き
、
命
の
水
を
汲
ん
で
カ
ッ
コ
ウ
（
鳥
）
に
助
け
を
請
う
た
。
そ
の
願
い

を
叶
え
る
た
め
に
、
カ
ッ
コ
ウ
は
妹
を
連
れ
て
兄
が
埋
葬
さ
れ
た
地
に
飛

ん
だ
。
そ
こ
で
三
日
も
の
間
、
天
帝
ブ
ル
カ
ン
に
祈
り
を
捧
げ
た
と
こ
ろ

俄
か
に
地
面
が
開
き
、
兄
ア
ラ
マ
ル
ド
ジ
ン
の
遺
体
を
引
き
出
す
の
に
成

功
し
た
。
遺
体
は
、
右
の
肩
甲
骨
を
除
き
、
兄
の
全
身
の
骨
は
す
べ
て
揃
っ

て
い
た
。
肩
甲
骨
を
運
び
去
っ
た
狐
を
追
っ
て
取
り
戻
し
、
そ
れ
を
元
の

正
し
い
位
置
に
戻
し
た
。
揃
っ
た
全
身
の
骨
に
生
命
の
水
を
注
ぎ
、
カ
ッ

コ
ウ
が
兄
の
足
元
か
ら
頭
頂
ま
で
歌
い
な
が
ら
歩
い
た
。
す
る
と
ど
う
だ

ろ
う
。
兄
は
す
っ
く
と
立
ち
上
が
っ
て
こ
う
言
っ
た
、『
私
は
こ
こ
で
ど
れ

ぐ
ら
い
寝
て
い
た
の
だ
？
』﹇Curtin J.

一
九
〇
九　
二
七
五
―
二
七
七
頁
﹈。

こ
の
伝
承
で
は
、
骨
が
全
て
揃
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
命
の
水
が
必

要
な
点
と
カ
ッ
コ
ウ
が
シ
ャ
ー
マ
ン
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
点
が
特
徴

的
で
あ
る
。

（
イ
）
伝
承
「
鉄
の
英
雄
」

鉄
の
英
雄
は
敵
の
英
雄
と
の
戦
に
敗
れ
、
鉄
製
の
樽
に
詰
め
ら
れ
て
黒

霧
海
に
沈
め
ら
れ
た
。
鉄
の
英
雄
は
カ
ッ
コ
ウ
に
助
け
を
求
め
た
。
白
い

カ
ッ
コ
ウ
は
、
九
〇
匹
の
狼
を
連
れ
て
救
助
に
駆
け
つ
け
た
。
カ
ッ
コ
ウ

が
歌
い
な
が
ら
海
岸
に
沿
っ
て
三
回
飛
ぶ
と
、
黒
霧
海
が
干
上
が
っ
て
底

に
は
鉄
の
樽
が
見
え
た
。
九
〇
匹
の
狼
は
樽
の
中
か
ら
鉄
の
英
雄
の
全
身

の
骨
を
と
り
だ
し
、
海
岸
に
居
る
カ
ッ
コ
ウ
の
も
と
へ
運
ん
だ
。
カ
ッ
コ

ウ
が
歌
い
な
が
ら
鉄
の
英
雄
の
足
元
か
ら
頭
ま
で
歩
く
と
、
肉
が
彼
の
骨

に
付
き
始
め
た
。
二
度
目
に
は
微
か
に
息
を
し
始
め
た
。
三
度
目
に
は
つ

い
に
跳
ね
起
き
て
言
っ
た
。『
私
は
ど
の
く
ら
い
眠
り
ま
し
た
か
？
』
そ
し

て
彼
は
泣
き
始
め
た
。
自
分
の
身
に
何
が
起
こ
っ
た
の
か
を
思
い
出
す
と
、

彼
は
カ
ッ
コ
ウ
と
九
〇
匹
の
凶
暴
な
狼
に
感
謝
し
た
﹇
同
上 

一
六
四
―

一
七
七
頁
﹈。

こ
の
伝
承
は
、
蘇
生
に
遺
体
の
骨
と
シ
ャ
ー
マ
ン
役
の
カ
ッ
コ
ウ
が
必

要
な
点
は
、
上
述
の
ア
ラ
マ
ル
ド
ジ
ン
と
妹
の
伝
承
と
似
て
い
る
が
、
命

の
水
は
登
場
し
な
い
。
し
か
し
、
同
じ
「
鉄
の
英
雄
」﹇
同
上 

一
七
〇
頁
﹈

の
中
に
、
骨
と
化
し
た
多
く
の
人
々
に
生
命
の
水
を
浴
び
せ
て
、
生
き
返

ら
せ
る
逸
話
も
存
在
す
る
。

（
ウ
）
そ
の
他
の
伝
承

「
フ
ン
ク
バ
イ
と
丸
頭
の
馬
」﹇
同
上　
二
二
一
頁
﹈
で
は
、
骨
と
命
の

水
は
登
場
す
る
が
、
シ
ャ
ー
マ
ン
役
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
伝
承
「
バ

ル
ハ
ン
・
ツ
ラ
イ
・
フ
ブ
ン
」﹇
同
上　
二
二
八
頁
﹈
で
は
、
死
体
に
命
の

水
を
か
け
蘇
生
さ
せ
る
く
だ
り
が
あ
る
。
さ
ら
に
伝
承
「
イ
エ
レ
ン
テ
・

カ
ー
ン
と
息
子
ソ
ク
ト
」 ﹇
同
上  

二
五
六
頁
﹈
で
も
、
全
身
の
遺
骨
に
命

の
水
を
か
け
て
人
を
蘇
生
さ
せ
る
。
そ
の
際
、
骨
の
並
び
が
生
前
の
姿
の

よ
う
に
整
然
と
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
伝
承
で
は
シ
ャ
ー
マ
ン
は
登
場
せ
ず
、

カ
ッ
コ
ウ
が
蘇
生
の
た
め
の
儀
式
を
行
い
、
シ
ャ
ー
マ
ン
役
を
果
た
し
て

い
る
。
命
の
水
は
聖
水
と
し
て
世
界
中
の
伝
承
に
存
在
す
る
が
、ブ
リ
ヤ
ー

ト
の
「
命
の
水
」
は
、
地
理
的
に
隣
接
す
る
モ
ン
ゴ
ル
の
口
承
文
芸
「
ゲ

セ
ル
・
ハ
ー
ン
物
語
」
の
口
承
を
通
じ
て
入
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
に
は
モ
ン
ゴ
ル
以
上
に
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
色
濃

く
反
映
し
た
伝
承
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
死
者
の
姿
を
透
視
で
き

る
能
力
を
持
つ
者
が
、
子
供
の
魂
を
冥
界
へ
運
ぶ
死
神
に
出
会
い
、
死
神

た
ち
を
騙
し
て
子
供
の
魂
を
取
り
返
し
、
そ
の
遺
体
に
戻
し
て
蘇
生
さ
せ

る
、
な
ど
の
伝
承
が
そ
の
例
で
あ
る
。

二
―

三　
モ
ン
ゴ
ル　

「
ゲ
セ
ル
・
ハ
ー
ン
物
語
」﹇
若
松
寛
訳
一
九
九
三
年
﹈
は
、
チ
ベ
ッ
ト

と
中
央
ア
ジ
ア
に
伝
わ
る
叙
事
詩
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
背
景
と
し

た
物
語
で
、
天
界
の
最
高
神
、
帝
釈
天
が
、
そ
の
子
ゲ
セ
ル
を
地
上
に
派

遣
し
、
地
上
の
悪
魔
や
魔
物
を
退
治
す
る
物
語
で
あ
る
。
人
は
死
後
も
そ

の
魂
は
不
滅
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
物
語
に
見
る
霊
魂
観
は
、

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
要
素
が
強
く
、
シ
ャ
ー
マ
ン
は
登
場
し
な
い
が
代
わ

り
に
カ
ッ
コ
ウ
が
シ
ャ
ー
マ
ン
の
儀
式
を
司
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
題
材

を
数
例
紹
介
し
た
い
。

（
ア
）
第
六
章
「
三
十
勇
士
の
復
活
」

仏
祖
は
、
千
仏
が
お
わ
し
ま
す
黒
い
鉢
の
中
か
ら
甘
露
水
を
お
手
元
の

瓶
に
汲
み
取
っ
て
帝
釈
天
に
お
渡
し
に
な
り
、
こ
う
仰
っ
た
。『
そ
の
甘
露

水
を
ウ
イ
ル
・
ブ
ト
ゥ
ー
ク
チ
（
ゲ
ゼ
ル
・
ハ
ー
ン
の
天
界
に
お
け
る
本

名
）
に
届
け
て
や
れ
。
ま
ず
は
、
勇
士
達
の
遺
骨
の
上
に
一
滴
ず
つ
注
げ

ば
、
骨
と
関
節
が
整
い
肉
と
皮
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
次
の
一
滴
で
、
五

臓
六
腑
が
付
き
、
魂
が
入
る
で
あ
ろ
う
。
最
後
の
一
滴
で
、
元
の
肉
体
に

戻
る
で
あ
ろ
う
』。
次
い
で
仏
祖
は
、
も
う
一
つ
の
甘
露
水
の
瓶
を
取
り
出

し
て
仰
っ
た
。『
そ
の
甘
露
水
を
飲
ま
せ
れ
ば
、
遊
離
し
た
守
護
霊
が
元
の

体
内
に
戻
り
、
五
臓
六
腑
も
動
き
出
し
て
、
完
全
に
元
の
姿
に
戻
る
で
あ

ろ
う
』。
そ
の
甘
露
水
を
得
た
ゲ
ゼ
ル
は
、
心
に
太
陽
が
昇
っ
た
か
の
よ
う

に
欣
喜
し
、
す
ぐ
さ
ま
勇
士
達
の
遺
骨
の
上
に
甘
露
水
を
滴
ら
し
て
回
っ

た
。
第
一
滴
目
を
滴
ら
す
と
、
骨
と
関
節
が
整
い
、
肉
と
皮
が
生
じ
、
第

二
滴
目
を
滴
ら
す
と
、
五
臓
六
腑
が
付
き
、
魂
が
入
り
、
第
三
滴
目
を
滴

ら
す
と
、
元
の
肉
体
に
戻
っ
た
。
次
に
、
も
う
一
種
類
の
甘
露
水
を
飲
ま

せ
る
と
、
遊
離
し
た
守
護
霊
が
元
の
体
内
に
戻
っ
た
﹇
同
上　
二
〇
六
―

二
〇
七
頁
﹈。

（
イ
）
第
十
章
「
二
十
一
首
魔
王
征
伐
」

大
勢
の
勇
士
達
が
死
ん
だ
。
ゲ
ゼ
ル
は
、
天
の
三
人
の
姉
か
ら
も
ら
っ

た
『
甘
露
水
』
を
勇
士
た
ち
の
遺
体
に
注
い
で
回
る
と
、
チ
ャ
ル
ギ
ン
翁
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初
め
勇
士
全
員
が
た
ち
ま
ち
起
き
上
っ
た
﹇
同
上　
二
八
〇
頁
﹈。

勇
士
ゲ
レ
ル
テ
イ
・
セ
チ
ュ
ン
と
チ
ン
・
ビ
シ
レ
ル
の
二
人
が
死
ん
だ
。

彼
ら
の
魂
が
行
方
不
明
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
バ
ム
ソ
ヨ
ル
ジ
ャ
は
そ
の

魂
を
二
羽
の
鷹
の
体
内
に
一
時
的
に
預
け
た
。
甘
露
水
を
得
た
後
に
、
そ

の
二
羽
の
鷹
が
飛
ん
で
き
た
の
に
気
づ
い
た
バ
ム
ソ
ヨ
ル
ジ
ャ
は
、
袋
に

入
れ
て
お
い
た
二
人
の
遺
体
を
取
り
出
し
甘
露
水
を
注
い
だ
。
す
る
と
二

人
は
生
き
返
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
﹇
同
上　
二
八
一
頁
﹈。

ゲ
セ
ル
・
ハ
ー
ン
物
語
に
見
ら
れ
る
、「
死
後
な
お
そ
の
魂
は
不
滅
で
、

特
定
の
行
先
は
な
く
空
間
を
た
だ
彷
徨
う
」
と
い
う
発
想
は
、
モ
ン
ゴ
ル

語
の
霊
魂
「
ス
ゥ
ン
ス
」
と
い
う
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
思
考
と
相
通
じ
る

も
の
が
あ
る
。

二
―

四　
コ
リ
ャ
ク
と
ユ
カ
ギ
ル

（
ア
）
コ
リ
ャ
ク

一
九
〇
一
年
に
ジ
ョ
チ
ェ
ル
ソ
ン
（W

. Jochelson

）
が
聴
取
し
た
神
話

「
エ
メ
ム
ク
ト
は
弟
を
探
し
に
行
く
」﹇Jochelson, W

. 
一
九
〇
八　

一
二
八
―
一
三
〇
頁
﹈
で
は
、
弟
の
骨
と
シ
ャ
ー
マ
ン
の
他
に
ト
ナ
カ
イ
の

血
が
蘇
生
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
。

突
然
行
方
不
明
に
な
っ
た
弟
を
探
し
に
行
っ
た
兄
エ
メ
ム
ク
ト

（Em
e ’m

qut

）
は
、
人
食
い
部
族
に
襲
わ
れ
骨
と
剥
が
さ
れ
た
皮
だ
け
が

残
さ
れ
た
弟
の
遺
体
を
発
見
し
た
。
皮
は
寝
床
の
上
に
広
げ
ら
れ
て
い
た
。

兄
は
弟
の
皮
を
持
ち
帰
り
、
弟
を
生
き
返
ら
せ
る
た
め
に
シ
ャ
ー
マ
ン
を

探
し
に
い
く
と
、
そ
の
娘
が
現
れ
た
。
娘
は
言
う
。『
ま
ず
は
死
ん
だ
野
生

の
ト
ナ
カ
イ
を
、
そ
の
脊
椎
の
一
個
か
ら
生
き
返
ら
せ
て
み
よ
う
。
そ
の

の
ち
、
あ
な
た
の
弟
を
生
き
返
ら
せ
よ
う
』。
彼
女
は
脊
椎
に
向
か
っ
て
呪

文
を
唱
え
始
め
た
。
す
る
と
突
然
脊
椎
か
ら
ト
ナ
カ
イ
が
立
ち
上
が
り
走

り
去
っ
た
。
彼
女
は
『
こ
れ
な
ら
、
あ
な
た
の
弟
を
生
き
返
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
う
』
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
エ
メ
ム
ク
ト
は
そ
の
娘
を
家
に

連
れ
て
行
っ
た
。
ま
ず
白
ト
ナ
カ
イ
の
皮
を
敷
き
そ
の
上
に
弟
の
皮
を
置

く
。
更
に
も
う
一
枚
、
ト
ナ
カ
イ
の
皮
を
被
せ
た
。
次
に
娘
が
呪
文
を
唱

え
始
め
る
と
、
先
ず
皮
の
下
か
ら
二
本
の
足
が
あ
ら
わ
れ
、
頭
が
突
き
出

た
。
次
に
皮
の
カ
バ
ー
が
持
ち
あ
が
り
、
つ
い
に
は
弟
の
体
が
起
き
上

が
っ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
屠
殺
し
た
ば
か
り
の
ト
ナ
カ
イ
の
血
を
弟
の
頭

に
注
い
だ
。
そ
し
て
彼
に
骨
髄
を
食
べ
さ
せ
て
『
骨
髄
の
味
が
す
る
か
』

と
尋
ね
た
。『
い
や
、
木
の
切
れ
端
の
よ
う
だ
』
と
弟
は
答
え
る
。
さ
ら
に

ト
ナ
カ
イ
の
血
を
弟
の
頭
に
注
い
で
、
再
び
骨
髄
を
与
え
て
尋
ね
た
。『
今

度
は
味
が
わ
か
る
か
？
』
す
る
と
今
度
は
、『
あ
あ
、
ト
ナ
カ
イ
の
群
れ
を

見
張
っ
て
い
る
と
き
何
時
も
味
わ
っ
た
よ
う
に
甘
い
味
が
す
る
』
と
い
う

答
え
た
。
こ
う
し
て
弟
は
完
全
に
蘇
え
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
兄
は

シ
ャ
ー
マ
ン
の
娘
と
結
婚
し
、彼
ら
は
幸
福
に
暮
ら
し
た
﹇Jochelson, W

.　

一
九
〇
八　
一
二
八
―
一
三
〇
頁
﹈。

こ
の
話
の
注
釈
に
はN

orthern British Colom
bia

海
岸
の
言
い
伝
え

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
死
人
の
骨
（
複
数
）
を
二
枚
の
マ
ッ
ト
の
間
に
置

く
。
儀
式
の
間
に
、
そ
の
骨
は
肉
で
覆
わ
れ
、
死
人
が
再
び
生
き
返
る

﹇Boas, F. 
一
九
〇
二　
二
一
四
頁
﹈。

コ
リ
ャ
ク
の
霊
魂
観
で
は
、
悪
霊
カ
ラ
ウ
（kalau

）
に
襲
わ
れ
た
魂

ウ
イ
シ
テ
は
、
驚
い
て
遺
体
を
見
捨
て
神
の
も
と
に
逃
げ
る
。
魂
そ
の
も

の
は
不
滅
で
あ
り
、
転
生
し
て
、
神
が
親
戚
の
母
の
子
宮
に
送
り
込
む
。

し
か
し
、
親
し
い
人
を
失
う
と
誰
も
が
そ
の
人
の
蘇
り
を
願
う
も
の
で
あ

る
。
一
方
、
狩
猟
を
生
活
の
生
業
と
す
る
コ
リ
ャ
ク
で
は
、
大
漁
を
願
い

獲
物
の
骨
を
祀
る
信
仰
が
普
及
し
て
い
る
。
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
通
し
て

こ
れ
ら
の
願
い
を
実
現
し
た
い
と
い
う
思
い
が
、
こ
の
話
か
ら
と
伝
わ
っ

て
く
る
。

（
イ
）
ユ
カ
ギ
ル

コ
ル
ィ
マ
川
流
域
の
ユ
カ
ギ
ル
に
伝
わ
る
話
「
烏
の
物
語
」

さ
ら
わ
れ
た
妹
を
見
つ
け
る
た
め
兄
た
ち
は
末
弟
を
残
し
て
探
し
に
向

か
っ
た
が
、
そ
の
途
中
、
兄
た
ち
は
烏
に
騙
さ
れ
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
。

烏
に
捕
え
ら
れ
て
い
た
妹
は
、
亡
く
な
っ
た
兄
た
ち
の
骨
を
拾
い
集
め
、

袋
に
入
れ
木
に
つ
る
し
て
保
存
し
た
。
一
人
取
り
残
さ
れ
た
末
弟
は
行
方

不
明
と
な
っ
た
妹
と
兄
た
ち
を
探
し
出
し
、
妹
を
捕
ら
え
た
烏
を
殺
し
て

妹
に
尋
ね
た
。『
兄
た
ち
の
骨
は
ど
こ
？ 

』
彼
女
は
木
に
登
り
保
存
し
て

あ
っ
た
兄
た
ち
の
骨
を
降
ろ
し
た
。
彼
は
倉
庫
に
入
り
、
そ
こ
に
保
存
さ

れ
た
『
命
と
若
さ
の
水
』
を
入
れ
た
瓶
と
、
一
番
上
の
兄
た
ち
の
骨
を
取

り
だ
し
て
並
べ
た
。
そ
し
て
命
と
若
さ
の
水
を
そ
の
骨
に
振
り
注
い
だ
。

は
じ
め
、
骨
の
上
に
肉
が
付
き
、
次
に
注
ぐ
と
そ
の
肉
が
皮
で
覆
わ
れ
た
。

三
度
目
に
は
つ
い
に
、
兄
は
座
を
組
ん
で
、『
あ
あ
、
あ
あ
、
あ
あ
！
私
は

長
く
寝
す
ぎ
た
が
、
と
て
も
元
気
だ
』。
と
叫
ん
だ
。
二
人
目
の
兄
の
骨
に

も
命
の
水
を
三
回
か
け
て
、
彼
を
蘇
ら
せ
た
﹇Bogoras W

. 

一
九
一
八　

四
四
―

四
八
頁
﹈。

コ
リ
ャ
ク
、
ユ
カ
ギ
ル
の
居
住
地
は
ブ
リ
ヤ
ー
ト
や
モ
ン
ゴ
ル
よ
り
も

や
や
北
方
に
位
置
す
る
が
、
こ
の
物
語
で
蘇
生
の
鍵
と
な
る
「
命
と
若
さ

の
水
」
の
伝
承
は
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
「
命
の
水
」
や
モ
ン
ゴ
ル
の
「
甘
露

水
」
の
影
響
で
あ
る
可
能
性
は
否
め
な
い
。

ま
た
、
伝
承
「
ア
ル
ダ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
（The A

lder-Block

）」﹇
同
上 　

五
六
―

五
八
頁
﹈
で
は
、「
命
と
若
さ
の
水
」
を
飲
む
と
怪
我
が
治
り
、
若

返
る
。「
死
の
水
」
を
飲
む
と
死
ぬ
、
と
さ
れ
る
。

ユ
カ
ギ
ル
の
狩
人
達
は
、
死
ん
だ
動
物
の
骨
が
組
み
立
て
ら
れ
る
と
再

び
生
き
返
る
と
信
じ
て
い
た
。
そ
の
た
め
ク
マ
、
ヘ
ラ
ジ
カ
、
鹿
な
ど
の

骨
を
犬
や
野
生
動
物
が
食
い
荒
ら
す
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
骨
の
集
積
所
を

設
け
て
い
た
。
食
糧
難
の
際
に
骨
の
髄
を
取
り
出
し
て
飢
え
を
し
の
ぐ
目

的
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
地
方
の
ユ
カ
ギ
ル
（Yassachnaya 

Yukaghir

）
の
間
で
は
、
骨
が
元
に
姿
に
戻
る
こ
と
を
願
っ
て
、
食
べ
ら

れ
な
い
魚
の
骨
を
川
に
投
げ
返
す
習
慣
が
い
ま
だ
に
続
い
て
い
る
と
い
う

﹇Jochelson W
. 

一
九
一
〇　
一
四
八
頁
﹈。

北
極
海
に
面
し
た
チ
ュ
ク
チ
の
一
部
で
は
、
海
岸
で
セ
イ
ウ
チ
を
撃
ち
、

食
に
供
し
た
後
の
そ
の
骨
を
海
に
投
げ
入
れ
る
習
慣
が
あ
る
。そ
う
す
れ
ば
、

そ
の
セ
イ
ウ
チ
が
再
び
生
き
返
る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
﹇Bogoras 

W
. 

一
九
〇
四　
三
二
六
頁
﹈。
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三　
ま
と
め

以
上
述
べ
た
諸
民
族
の
霊
魂
観
な
ら
び
に
生
命
の
蘇
生
手
段
に
は
、
概

ね
以
下
の
共
通
性
が
あ
る
。

① 

出
生
、
生
命
活
動
（
病
気
、
夢
、
思
考
）、
死
に
関
連
し
た
三
つ
の
魂

が
存
在
す
る
。

② 

死
後
肉
体
を
離
れ
た
霊
魂
は
、
冥
界
へ
と
向
か
う
の
か
そ
の
ま
ま
不

滅
な
の
か
、
考
え
方
は
分
か
れ
る
が
、
い
ず
れ
生
ま
れ
変
わ
り
子
孫

へ
と
受
け
継
が
れ
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。

③ 

魂
は
体
の
各
部
位
に
あ
り
、
そ
の
部
位
の
魂
が
傷
つ
く
と
肉
体
も
ま

た
傷
つ
く
。
人
が
病
気
に
な
る
の
は
、
魂
が
邪
悪
な
霊
に
驚
い
て
体

外
へ
逃
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

④ 

人
が
み
る
夢
は
、
魂
が
一
時
的
に
肉
体
を
離
れ
て
体
験
し
た
こ
と
を

表
わ
す
。

⑤ 

死
体
が
朽
ち
て
も
全
身
の
骨
さ
え
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
魂
を
戻
し
て
蘇

生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥ 

全
身
の
骨
は
も
と
よ
り
、
シ
ャ
ー
マ
ン
、
カ
ッ
コ
ウ
、
命
の
水
、
甘

露
水
、
ト
ナ
カ
イ
の
血
な
ど
の
援
助
も
蘇
生
に
は
欠
か
せ
な
い
。

次
に
、
各
民
族
の
生
命
の
蘇
生
手
段
を
ま
と
め
る
と
次
の
表
の
よ
う
に

な
る
。

と
り
わ
け
北
東
ア
ジ
ア
の
狩
猟
民
族
に
は
、
熊
な
ど
の
頭
骸
骨
を
樹
上

に
祀
り
、
再
び
獲
物
が
獲
れ
る
事
を
祈
る
傾
向
が
あ
る
。
全
身
の
骨
さ
え

あ
れ
ば
獲
物
を
蘇
生
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
と
信
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
骨
や
遺
体
か
ら
の
蘇
生
神
話
は
、
北
東
ア
ジ
ア
の
み
な
ら

ず
世
界
中
に
遍
く
存
在
す
る
。
グ
リ
ム
童
話
の
「
フ
ィ
ッ
チ
ャ
ー
の
鳥
」

（
四
六
番
）
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
姉
二
人
が
悪
い
魔
法
使
い
に
殺
さ
れ

る
が
、
末
妹
が
バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ
た
姉
た
ち
の
手
足
を
並
べ
る
と
、
姉
た

ち
は
生
き
返
る
。
三
人
は
村
人
を
呼
び
集
め
て
、
そ
の
魔
法
使
い
を
退
治

す
る
。
こ
の
童
話
に
は
魂
は
登
場
し
な
い
が
、
身
体
が
元
の
形
に
戻
れ
ば

生
命
を
復
活
で
き
る
と
い
う
想
い
は
共
通
し
て
い
る
。

ま
た
「
ね
ず
の
木
の
話
」（
四
七
番
）
で
は
、
ね
ず
の
木
へ
の
願
い
が
叶

い
母
親
が
男
の
子
を
授
か
る
。
そ
の
母
は
出
産
後
ま
も
な
く
死
に
、
意
地

悪
な
継
母
が
や
っ
て
く
る
。男
の
子
は
そ
の
継
母
に
殺
さ
れ
無
残
に
も
ス
ー

プ
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
仲
良
し
だ
っ
た
妹
は
兄
の
死
を
悼
み
、
全
身
の
骨

を
絹
の
袋
に
詰
め
て
ね
ず
の
木
の
根
元
に
置
い
た
。
そ
の
骨
は
小
鳥
に
変

わ
り
継
母
へ
の
復
讐
を
果
た
し
た
後
、
再
び
兄
は
元
の
姿
に
戻
る
の
で
あ

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
遠
く
離
れ
た
中
国
に
も
よ
く
似
た
昔
話
が
残
っ
て

い
る
。「
蛇
聟
入
（
蛇
郎
）」
や
「
シ
ン
デ
レ
ラ
譚
（
灰
姑
娘
）」
で
は
、
殺

さ
れ
た
娘
の
魂
が
小
鳥
に
変
身
し
復
讐
を
果
た
し
て
、
元
の
姿
に
戻
る
。

こ
う
し
た
物
語
は
復
讐
や
勧
善
懲
悪
を
テ
ー
マ
と
し
つ
つ
も
、
魂
は
不
滅

で
あ
る
と
い
う
霊
魂
観
や
遺
体
か
ら
の
蘇
生
へ
の
願
い
は
、
古
今
東
西
を

問
わ
ず
普
遍
的
な
信
仰
で
あ
る
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

終
わ
り
に

筆
者
が
研
究
対
象
と
し
た
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
口
承
で
は
、
死
者
の
霊
魂
は

冥
界
へ
行
く
。
シ
ャ
ー
マ
ン
は
死
者
を
生
き
返
ら
せ
る
た
め
、
冥
界
か
ら

霊
魂
を
取
り
戻
し
て
死
者
を
蘇
ら
せ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
「
シ
タ
・
モ
ル
ゲ

ン
」
で
は
死
体
の
代
わ
り
に
全
身
の
骨
が
対
象
と
な
り
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の

儀
式
に
よ
り
母
を
蘇
ら
せ
る
。

一
方
、
他
の
北
東
ア
ジ
ア
の
口
承
に
は
ホ
ジ
ェ
ン
族
と
異
な
る
点
も
多

い
。
霊
魂
は
冥
界
に
は
向
か
わ
ず
空
間
を
彷
徨
う
。
骨
そ
の
も
の
に
魂
が

住
む
よ
う
で
あ
る
。
全
身
の
骨
は
も
と
よ
り
、
命
の
水
な
ど
な
に
か
神
聖

な
も
の
の
支
え
が
重
要
と
さ
れ
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
が
い
な
い
場
合
は
、
神

聖
な
鳥
、
カ
ッ
コ
ウ
が
シ
ャ
ー
マ
ン
の
役
割
を
担
う
。

こ
の
よ
う
に
民
族
ご
と
に
霊
魂
観
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
が
、
親
兄
弟
な
ど

親
し
い
人
を
亡
く
し
た
人
々
が
、
霊
魂
を
不
滅
と
信
じ
、
再
び
生
き
返
っ

て
ほ
し
い
と
願
う
思
い
は
共
通
で
あ
ろ
う
。
狩
猟
民
族
で
あ
れ
ば
、
生
活

の
糧
と
し
て
の
獲
物
が
再
び
獲
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
骨
を
祀
る
願
望
も
共

通
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
イ
マ
カ
ン
や
ゲ
セ
ル
・
ハ
ー
ン
物
語
、
神
話
な
ど
北
東
ア
ジ

ア
の
民
族
に
遍
く
伝
わ
る
伝
承
は
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
や
仏
教
・
道
教
の

教
え
を
反
映
し
て
い
る
と
同
時
に
、
そ
の
民
族
の
娯
楽
で
あ
り
人
々
の
切

な
る
願
い
を
訴
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

本
論
で
取
り
扱
っ
た
資
料
は
、
二
〇
世
紀
前
半
に
行
わ
れ
た
調
査
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
教
育
の
普
及
や
経
済
基
盤
の
度
重
な
る
変

化
に
よ
り
、
少
数
民
族
の
独
自
言
語
を
話
す
人
口
も
激
減
し
、
そ
の
独
自

文
化
を
失
い
つ
つ
あ
る
。

ま
た
狩
猟
民
族
と
い
う
観
点
に
立
て
ば
、
対
象
を
世
界
に
広
げ
て
論
及

す
べ
き
で
あ
る
が
、
筆
者
が
長
年
研
究
に
携
わ
っ
た
ホ
ジ
ェ
ン
族
と
そ
の

周
辺
民
族
の
影
響
を
深
く
分
析
す
る
た
め
に
、
本
論
で
は
敢
え
て
北
東
ア

ジ
ア
の
民
族
に
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。
今
後
は
、
日
本
に

も
馴
染
み
の
深
い
ア
イ
ヌ
民
族
の
霊
魂
観
と
北
東
ア
ジ
ア
と
の
関
連
性
な

ど
、
研
修
対
象
を
更
に
拡
充
し
た
い
。

な
お
、
こ
こ
で
使
用
し
た
英
語
の
資
料
の
多
く
は
、
W
E
B
上
で
公
開

さ
れ
て
い
る
。

文
献

凌
純
声
『
松
花
江
下
遊
的
赫
哲
族
』
一
九
三
四　
上
海
文
芸
出
版
社 

黒
龍
江
省
民
間
文
芸
家
協
会
『
伊
瑪
堪
』（
下
）
一
九
九
九　
黒
龍
江
人
民
出

ユ
カ
ギ
ル

コ
リ
ャ
ク

コ
リ
ャ
ク

ブ
リ
ヤ
ー
ト

ブ
リ
ヤ
ー
ト

モ
ン
ゴ
ル

モ
ン
ゴ
ル

ホ
ジ
ェ
ン

民
族

全
身
の
骨

全
皮
膚（
骨
な
し
）

ト
ナ
カ
イ
の
脊
椎

骨 全
身
の
骨

遺
骨
や
遺
体

全
身
の
骨

全
身
の
骨

遺
体
や
骨

な
し
シ
ャ
ー
マ
ン

シ
ャ
ー
マ
ン

な
し
カ
ッ
コ
ウ

な
し
な
し
シ
ャ
ー
マ
ン

シ
ャ
ー
マ
ン

命
と
若
さ
の
水

ト
ナ
カ
イ
の
血

ト
ナ
カ
イ
の
血

命
の
水
命
の
水
甘
露
水
甘
露
水
、命
の
水

シ
ャ
ー
マ
ン
踊
り

補
助
手
段

不
明
不
明
ト
ナ
カ
イ
が
蘇
生

不
明
不
明
不
明
鷹
の
体
内

冥
界
（
仏
教
）

魂
の
場
所
な
ど
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◆ キーワード　「かちかち山」／モティーフ／国際比較／動物葛藤譚／共通性

「
か
ち
か
ち
山
」
の
国
際
比
較

　

 

―
モ
テ
ィ
ー
フ
と
文
化
の
共
通
性
―

川 

村　
直 
人

一　
は
じ
め
に

「
か
ち
か
ち
山
」
の
昔
話
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
大
変
に
不
条
理
な

展
開
と
い
え
る
。
子
ど
も
の
頃
、
本
で
こ
の
話
を
読
み
、
兎
の
徹
底
的
な

懲
ら
し
め
に
驚
い
た
記
憶
が
あ
る
。
ま
た
、
狸
の
行
動
も
兎
に
劣
ら
ず
冷

酷
で
残
忍
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
現
代
で
も
そ
の
内
容
が
し
ば
し
ば
話
題
に

な
っ
た
り
す
る）

1
（

。

本
稿
で
は
「
か
ち
か
ち
山
」
の
昔
話
を
モ
テ
ィ
ー
フ
の
レ
ベ
ル
で
の
国

際
比
較
を
試
み
る
。
す
で
に
「
か
ち
か
ち
山
」
に
つ
い
て
は
、
国
内
の
研

究
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
先
行
研
究
の
紹
介
で
示
し
て
お
い
た
。
た
だ
、

国
外
と
の
研
究
は
ま
だ
研
究
の
余
地
が
あ
り
、
今
回
は
「
か
ち
か
ち
山
」

と
同
じ
モ
テ
ィ
ー
フ
を
持
つ
、
海
外
の
資
料
と
の
比
較
を
中
心
に
、
分
析

し
考
察
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

三
章
以
下
で
は
、日
本
の
「
か
ち
か
ち
山
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
「
婆

汁
」「
か
ち
か
ち
鳥
」「
尻
の
栓
」「
木
舟
泥
舟
」
と
、
共
通
す
る
諸
外
国
の

同
一
モ
テ
ィ
ー
フ
を
表
に
し
て
対
照
す
る
。
国
際
比
較
は
言
語
の
障
害
が

あ
り
、
容
易
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
昔
話
の
背
景
と
な
る
民
俗
や

生
活
、
文
化
的
背
景
を
考
慮
し
な
が
ら
慎
重
に
進
め
た
い
。

「
か
ち
か
ち
山
」
は
日
本
で
は
一
つ
の
話
型
と
し
て
安
定
し
て
い
る
が
、

国
外
で
同
じ
話
型
の
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
モ

テ
ィ
ー
フ
の
レ
ベ
ル
で
の
類
似
は
国
外
で
も
多
く
見
つ
け
ら
れ
る
の
で
、

本
稿
は
そ
う
し
た
点
か
ら
「
か
ち
か
ち
山
」
の
国
際
比
較
に
つ
い
て
の
問

題
提
起
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

二　
「
か
ち
か
ち
山
」
の
先
行
研
究

「
か
ち
か
ち
山
」
の
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
柳
田
國
男
の
「
か
ち
か

ち
山
」（
一
九
三
六
年
）
で
、
そ
の
後
の
研
究
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。

柳
田
は
「
か
ち
か
ち
山
」
を
三
つ
に
分
け
、
第
一
を 「
爺
が
狸
を
捕
ま
え

る
」、
第
二
を
「
狸
が
婆
を
殺
し
逃
げ
る
」、
第
三
を
「
兎
が
狸
に
仇
討
ち

す
る
」
と
し
、
そ
れ
ら
は
も
と
も
と
独
立
し
た
話
で
あ
っ
た
と
す
る）
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